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平成３０年第３回幸田町議会定例会会議録（第１号） 

────────────────────────────────────────────────── 

 議事日程 

  平成３０年９月３日（月曜日）午前９時０６分開議 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸報告 

日程第４ 報告第３号 財政健全化判断比率等について 

日程第５ 第38号議案 幸田町固定資産評価審査委員会の委員の選任について 

     第39号議案 幸田町教育委員会委員の任命について 

日程第６ 第40号議案 平成30年度幸田町一般会計補正予算（第１号） 

     第41号議案 平成30年度幸田町土地取得特別会計補正予算（第１号） 

     第42号議案 平成30年度幸田町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

     第43号議案 平成30年度幸田町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

     第44号議案 平成30年度幸田町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

     第45号議案 平成30年度幸田町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

     認定第１号 平成29年度幸田町一般会計歳入歳出決算認定について 

     認定第２号 平成29年度幸田町土地取得特別会計歳入歳出決算認定について 

     認定第３号 平成29年度幸田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

     認定第４号 平成29年度幸田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい 

           て 

     認定第５号 平成29年度幸田町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

     認定第６号 平成29年度幸田町幸田駅前土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算 

           認定について 

     認定第７号 平成29年度幸田町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につ 

           いて 

     認定第８号 平成29年度幸田町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

     認定第９号 平成29年度幸田町水道事業会計利益の処分及び決算認定について 

日程第７ 決算審査意見の報告 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した案件 

  議事日程のとおり 

────────────────────────────── 

    出席議員（１５名） 

  １番 足 立 初 雄 君  ２番 伊與田 伸 吾君  ３番 稲 吉 照 夫 君 

  ４番 鈴 木 重 一 君  ５番 水 野千代子 君  ６番 都 築 一 三 君 

  ８番 中 根 久 治 君  ９番 浅 井 武 光 君  10番 大 嶽  弘 君 

  11番 池 田 久 男 君  12番 笹 野 康 男 君  13番 丸 山千代子 君 

  14番 伊 藤 宗 次 君  15番 酒 向 弘 康 君  16番 杉 浦 あきら君 
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    欠席議員（１名） 

  ７番 鈴 木 雅 史 君 

────────────────────────────── 

  地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名 

町 長 成 瀬  敦 君 副 町 長 大 竹 広 行 君 

教 育 長 小 野 伸 之 君 企 画 部 長 近 藤  学 君 

総 務 部 長 山 本 富 雄 君 住民こども部長 都 築 幹 浩 君 

健康福祉部長 薮 田 芳 秀 君 環境経済部長 鳥 居 栄 一 君 

建 設 部 長 羽根渕闘志 君 教 育 部 長 志 賀 光 浩 君 

消 防 長 吉 本 智 明 君 
教育部次長兼 
学校教育課長 

牧 野 宏 幸 君 

建 設 部 次 長 佐々木 要 君 
会 計 管 理 者 
兼 出 納 室 長 

林  敏 幸 君 

消 防 次 長 兼 
消 防 署 長 

小 山 哲 夫 君 監 査 委 員 山 下  力 君 

────────────────────────────── 

  職務のため議場に出席した議会事務局職氏名 

   事 務 局 長 牧 野 洋 司 君 

────────────────────────────── 

○議長（杉浦あきら君） 皆さん、おはようございます。 

   平成３０年第３回幸田町議会定例会の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げま

す。 

   議員各位には、公私ともに御多忙のところ、御出席を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

   本定例会に提出された議案は、お手元の議案目録のとおり報告案件１件、人事案件２

件、平成３０年度補正予算６件並びに平成２９年度決算認定９件、合わせて１８件の重

要な案件が提出されております。 

   議会といたしましては、町民生活の安定と福祉の向上のため十分な審議を行い、町民

の付託に応えるべく努力したいと思うところであります。 

   議員各位には、慎重なる審議と円滑な議会運営に格別の御協力をお願いいたします。 

   ９月に入りましたが、日中はまだまだ暑い残暑が続いております。皆様には、くれぐ

れも御自愛くださいまして、議会に臨んでいただきますよう重ねてお願い申し上げて、

開会の挨拶といたします。 

   ここで、報告いたします。 

   ７番、鈴木雅史議員は、入院により本日の会議を欠席する届け出がありましたので、

御報告いたします。 

   お諮りします。 

   本日、議場において、三河湾ネットワーク株式会社が取材で議場内をカメラ撮影され

ます。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多数） 

○議長（杉浦あきら君） 御異議なしと認めます。 

   よって、議場内のカメラ撮影は許可することに決定しました。 
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   定例会招集に当たり、町長の挨拶を行います。 

   町長。 

〔町長 成瀬 敦君 登壇〕 

○町長（成瀬 敦君） 皆さん、おはようございます。 

   ようやく暑さも峠を越した感はあります。朝夕は少しずつしのぎやすくなってまいり

ました。 

   本日、ここに平成３０年第３回幸田町議会定例会をお願いいたしましたところ、議員

の皆様方には何かと御多用の中、早朝より御出席をいただき、まことにありがとうござ

います。 

   また、議員の皆様方におかれましては、平素から町政各般にわたりまして御理解と御

支援をいただいておりますこと、あわせて厚く御礼申し上げます。 

   さて、今定例会に提案をさせていただきます議案は、報告議案１件、人事案件２件、

補正予算６件、そして決算認定９件、合わせて１８件でございます。後ほど提案理由と

その概要につきまして説明させていただきますが、いずれもこれからの町政を進める上

において重要なものばかりでございますので、全議案とも慎重に御審議いただき、議決

賜りますようお願い申し上げます。 

   また、一般質問につきましては、６名の議員の皆様から御通告をいただいております

が、いずれも今後の町政を進める上で重要な御質問ばかりでございますので、真摯に受

けとめまして、誠意を持って対応をさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

   ９月１日、土曜日でありますが、幸田町の総合防災訓練を雨の中ではありましたが、

まずもって御参加いただきましてありがとうございました。 

   ここで、御報告をさせていただきます。 

   ８月２５日、東京秋葉原で開催されました第４回の全国ふるさと甲子園に出店をいた

しました。全国ふるさと甲子園は、映画、ドラマ、アニメのロケ地や舞台となった地域

や、その地域の中で登場するグルメ、お土産などを地域自慢として出品し販売するもの

でございます。今回につきましては、道の駅 筆柿の里と協力いたしまして、筆柿プリ

ン、筆柿ゼリー、梨などの販売を行ったものでございます。売れ行きにつきましては、

開催間もなく完売をし、好調でありました。今後も幸田町の知名度を上げるため、全国

へ出店していきたいと考えております。 

   ちなみに幸田町の特産品であります筆柿の初出荷が９月１９日よりＪＡあいち幸田営

農センターの筆柿選果場にて予定をされております。また、ことしも幸田町の秋の味覚

を味わうことができる季節が近づいてまいりましたので、御報告をさせていただきます。 

   台風２１号が近づいており、今後の進路が心配されておりますが、十分に備えてまい

りたいと思っております。日中はまだ暑い日が続きます。議員の皆様方におかれまして

は、体調管理に十分御配慮いただきますようお願いいたします。 

   以上、定例会の開会に当たりまして、私からの御挨拶とさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

〔町長 成瀬 敦君 降壇〕 

○議長（杉浦あきら君） ここで、総務部長から発言の申し出がありましたので、発言を許
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します。 

   総務部長。 

〔総務部長 山本富雄君 登壇〕 

○総務部長（山本富雄君） 議長のお許しをいただきましたので、発言をさせていただきま

す。 

   一般質問の事前要求資料につきまして、お手元のほうに本日配付させていただきまし

たので、よろしくお願い申し上げます。 

   以上であります。 

〔総務部長 山本富雄君 降壇〕 

○議長（杉浦あきら君） ただいまの出席議員は１５名であります。 

   定足数に達しておりますから、平成３０年第３回幸田町議会定例会は成立いたしまし

た。 

   よって、これより開会いたします。 

                             開会 午前 ９時０６分 

○議長（杉浦あきら君） 地方自治法第１２１条の規定により、議案説明のため出席を求め

た理事者及び監査委員はお手元に印刷配付のとおりですから、御了承願います。 

   ただいまから、本日の会議を開きます。 

                             開議 午前 ９時０６分 

○議長（杉浦あきら君） 議事日程は、お手元に印刷配付のとおりでありますから、御了承

願います。 

────────────────────────────── 

  日程第１ 

○議長（杉浦あきら君） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。 

   会議規則第１２７条の規定により、本日の会議録署名議員を６番 都築一三君、８番 

中根久治君の御両名を指名いたします。 

──────────────○─────────────── 

  日程第２ 

○議長（杉浦あきら君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

   お諮りします。 

   今期定例会の会期は、本日から９月２６日までの２４日間といたしたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多数） 

○議長（杉浦あきら君） 御異議なしと認めます。 

   よって、会期は本日から９月２６日までの２４日間と決定いたしました。 

   なお、会期中の会議予定につきましては、お手元に印刷配付の定例会会期日程のとお

りですから、御了承願います。 

──────────────○─────────────── 

  日程第３ 

○議長（杉浦あきら君） 日程第３、諸報告を行います。 
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   例月出納検査５月分、６月分の２件、定期監査１件であります。これは、お手元に印

刷配付のとおりですから、御了承願います。 

   次に、今回の定例会までに受理した請願、陳情などは、お手元に印刷配付のとおり陳

情は４件であります。これは、会議規則第９２条の規定により、陳情第７号から陳情第

１０号までの４件を総務教育委員会に付託します。 

   以上をもって、諸報告を終わります。 

──────────────○─────────────── 

  日程第４ 

○議長（杉浦あきら君） 日程第４、報告第３号 財政健全化判断比率等について報告を求

めます。 

   町長。 

〔町長 成瀬 敦君 登壇〕 

○町長（成瀬 敦君） 議案書の１ページをお開きください。 

   報告第３号 財政健全化判断比率等について御説明させていただきます。 

   この報告につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及

び第２２条第１項の規定に基づいて、監査委員の意見を付して報告させていただくもの

であります。 

   ２ページをお開きください。 

   まず、１の健全化判断比率の４つの指標のうち、実質赤字比率、連結実質赤字比率に

つきましては黒字となりましたので、数値は計上されませんでした。 

   次に、実質公債費比率は、過去３年間の平均値であり、本年度は５.３％で、前年度

比１.２％の減となり、早期健全化基準の２５％を下回っております。将来負担比率に

つきましては、将来負担額以上に積立基金等の充当可能財源がありますので、昨年同様、

数値は計上されませんでした。 

   また、２の公営企業の資金不足比率につきましては、農業集落排水事業特別会計、下

水道事業特別会計、水道事業会計の３会計全てにおいて黒字となり、数値が計上されま

せんでした。 

   先ほど説明させていただきました健全化判断比率の４つの指標のうち、数値が一つで

も基準を上回りますと、早期健全化計画等の作成が義務づけられますが、本町は全て基

準値以下であります。 

   なお、各比率の明細につきましては、議案関係資料１ページから４ページを御参照い

ただきたいと思います。 

   以上、報告とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

〔町長 成瀬 敦君 降壇〕 

○議長（杉浦あきら君） 報告は終わりました。 

   ここで、暫時休憩といたします。 

                             休憩 午前 ９時１１分 

─────────────── 

                             再開 午前 ９時３１分 
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○議長（杉浦あきら君） 休憩前に戻し、会議を再開いたします。 

   これをもって報告第３号を終わります。 

──────────────○─────────────── 

  日程第５ 

○議長（杉浦あきら君） 日程第５、第３８号議案 幸田町固定資産評価審査委員会の委員

の選任について、第３９号議案 幸田町教育委員会委員の任命について、以上の２件を

一括議題といたします。朗読は省略し、理事者に提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

〔町長 成瀬 敦君 登壇〕 

○町長（成瀬 敦君） 議案書の５ページをお開きいただきたいと思います。 

   第３８号議案 幸田町固定資産評価審査委員会の委員の選任についてであります。 

   伊藤学委員が平成３０年１２月３１日で任期満了になることに伴いまして、その後任

の委員を選任する必要があるためであります。 

   ６ページのほうをお開きください。 

   牧野良司氏 幸田町大字芦谷字幸田９５番地 昭和２６年１２月１９日生まれ（６６

歳）を地方税法第４２３条第３項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

   任期は、平成３１年１月１日から３年間であります。 

   牧野氏につきましては、昭和５４年に幸田町役場に入庁され、出納課長、税務課長な

どを歴任後、教育委員会教育部長を経て、平成２３年３月に退職をされています。また、

平成２７年度に幸田区長として地域の自治に貢献されておられます。これまで公務で養

われた幅広い知識と税務課での経験は、公正中立な判断と、納税者としての固定資産評

価への信頼を確保する視点において、適任者であると考えております。 

   議案関係資料５ページから７ページを御参照いただきたいと思います。 

   続きまして、議案書の７ページをごらんいただきたいと思います。 

   第３９号議案 幸田町教育委員会委員の任命についてであります。 

   川口江美子委員が、平成３０年９月３０日をもって任期満了となりますので、その後

任の委員といたしまして、長谷禎子氏に係る同意を、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律第４条第２項の規定により求めるものでございます。 

   任期は、平成３０年１０月１日から２年６カ月であります。 

   ８ページのほうをお開きください。 

   長谷禎子氏は、幸田町大字桐山字薮下１１番地１にお住まいで、昭和３８年６月１８

日生まれの５５歳であります。 

   長谷氏につきましては、高校卒業後、町内の企業に一旦就職されましたが、２年５カ

月で退職されまして、お父様が経営しておみえになります鉄筋工業所を専従者としてず

っと支えられてこられました。 

   この間、長女として４人の妹さんのお世話、そして、２男・２女、４人のお子様を育

て上げられ、そして今は、２人のお孫さんの面倒もみていらっしゃいます。 

   また、平成２６年度には「こうた女性の会」の会長を務められ、今日においても御活

動をされておられます。その経験から、女性の社会での活躍、お身内に係る実体験から
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いじめ問題や、精神的な弱者への対応についても、深い見識をお持ちであります。 

   お人柄も高潔にして温厚であり、なおかつ、まだ５０代半ばとお若く、今後の教育行

政推進に誠心誠意取り組んでいただける方として、適任者であると考えております。 

   議案関係資料は８ページから１０ページを御参照いただきたいと思います。 

   以上、２件の人事案件につきまして、提案理由の説明とさせていただきます。 

   御審議の上、御同意を賜りますよう、お願い申し上げます。 

〔町長 成瀬 敦君 降壇〕 

○議長（杉浦あきら君） 提案理由の説明は終わりました。 

   これより質疑を行います。 

   質疑の方法は、会議規則第５５条及び第５６条の規定により、１議題につき１５分以

内とし、質疑の回数制限は行いませんので、よろしくお願いいたします。 

   理事者の答弁時間の制限はありませんが、議員の発言時間の制限に鑑み、簡明なる答

弁をお願いいたします。 

   初めに、第３８号議案の質疑を許します。 

   ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

   以上で、第３８号議案の質疑を打ち切ります。 

   次に、第３９号議案の質疑を許します。 

   ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

   以上で、第３９号議案の質疑を打ち切ります。 

   これをもって質疑を終結いたします。 

   ここで、委員会付託の省略についてお諮りします。 

   ただいま、議題となっております第３８号議案及び第３９号議案を、会議規則第３９

条第３項の規定により、委員会への付託を省略したいと思います。 

   これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多数） 

○議長（杉浦あきら君） 御異議なしと認めます。 

   よって、ただいま議題となっております議案は委員会への付託を省略することに決定

いたしました。 

   これより、ただいま議題となっております２議案について討論に入ります。 

   まず、原案反対の方の発言を許します。 

   反対討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉浦あきら君） 反対討論なしと認め、反対討論を打ち切ります。 

   次に、原案賛成の方の発言を許します。 

   賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉浦あきら君） 賛成討論なしと認め、賛成討論を打ち切ります。 
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   これをもって、討論を終結いたします。 

   これより、採決いたします。 

   採決の方法は、起立により行います。 

   まず、第３８号議案 幸田町固定資産評価審査委員会の委員の選任についてを原案ど

おり同意するに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（杉浦あきら君） 着席願います。 

   起立全員であります。 

   よって、第３８号議案は、原案どおり同意することに決しました。 

   次に、第３９号議案 教育委員会委員の任命についてを原案どおり同意するに賛成の

諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（杉浦あきら君） 着席願います。 

   起立全員であります。 

   よって、第３９号議案は、原案どおり同意することに決しました。 

   ここで、暫時休憩といたします。 

                             休憩 午前 ９時４０分 

─────────────── 

                             再開 午前 ９時４３分 

○議長（杉浦あきら君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

──────────────○─────────────── 

  日程第６ 

○議長（杉浦あきら君） 日程第６、第４０号議案から認定議案第９号議案までの１５件を

一括議題といたします。 

   朗読は省略し、理事者に提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

〔町長 成瀬 敦君 登壇〕 

○町長（成瀬 敦君） それでは、補正予算関係につきまして説明させていただきます。 

   別冊の補正予算関係をごらんいただきたいと思います。 

   初めに、第４０号議案 平成３０年度幸田町一般会計補正予算（第１号）につきまし

て補正予算書１ページをお開きください。また、議案関係資料につきましては、１１ペ

ージから１３ページでありますので、あわせてごらんいただきたいと思います。 

   第１条、歳入歳出予算の補正でありますが、歳入歳出それぞれ８,６７４万４,０００

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１５６億６７４万４,０００円と

するものでございます。 

   また、第２条、債務負担行為の補正につきましては、４ページをごらんいただきたい

と思います。ハッピネス・ヒル・幸田の土地明け渡しに係ります、既存工作物の撤去及

び移設に向けての測量と実施設計を昨年度から進めてまいりましたが、関係機関等との

調整もおおむね整い、工事の運びとなりましたので、平成３１年度を期間といたしまし
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て、工作物撤去移設工事に要する経費６,３５０万円の債務負担行為の追加をお願いす

るものでございます。 

   それでは、補正内容を説明いたします。 

   まず歳入でございます。補正予算説明書８ページをごらんいただきたいと思います。 

   ７５款繰入金につきましては、財政調整基金繰入金を減額し、一般会計の収支全体を

調整するものでございます。 

   また、土地取得特別会計の収支全体の調整に伴い、土地取得特別会計からの繰入金を

追加するものでございます。 

   次に、８０款繰越金につきましては、予算現額に対し、４億３,７３２万６,０００円

の超過となりましたので、その全額を追加するものでございます。 

   続きまして、歳出の説明をさせていただきます。 

   １０ページをごらんいただきたいと思います。 

   まず、１５款総務費につきましては、徴税費におきまして、過年度における外国税額

控除の増額により、自動車関連企業の法人町民税の過払いが生じたため、町税還付金を

追加するものであります。 

   次に、２０款民生費につきましては、児童福祉費におきまして、来年度に予定をして

おります第２期子ども・子育て支援事業計画の策定準備といたしまして、今年度中にニ

ーズ調査を実施することが必要になりましたので、その調査委託料を新規計上し、また、

４月にオープンしました多世代交流施設豊坂ほっと館につきましては、利用者等からの

御意見や御要望のほか、維持管理上のふぐあいを解消するため、その改修工事費を新規

計上するものでございます。 

   次に、３５款農林水産業費につきましては、農地費におきまして、農業集落排水事業

特別会計における前年度繰越金の確定に伴い、農業集落排水事業特別会計への繰出金を

減額するものであります。 

   次に、４５款土木費につきましては、都市計画費におきまして、下水道事業特別会計

における前年度繰越金の確定に伴い、下水道事業特別会計への繰出金を減額し、また、

幸田中央公園における万代塀改修工事費を新規計上するものでございます。 

   次に、５５款教育費につきましては、小学校費におきまして、小学校における防災対

策の強化を図るため、家具固定器具購入費を、また今年度、特に厳しさを増してきまし

た夏の暑さへの喫緊の対策として、小学校への空調設備設置に向けての調査設計業務委

託料を、さらに、荻谷小学校及び深溝小学校プールのブロック塀改修工事費をそれぞれ

新規計上するものであります。同様に、中学校費におきましても、家具固定器具購入費、

空調設備設置工事調査設計業務委託料、幸田中学校プールのブロック塀改修工事費を新

規計上するものでございます。 

   また、社会教育費におきまして、先ほど債務負担行為の補正をお願いいたしました、

ハッピネス・ヒル・幸田の土地明け渡しに係る工作物撤去移設工事費を新規計上するも

のであります。 

   また、保健体育費におきましては、町民プールのトレーニングジムにありますランニ

ングマシンが故障したため、新たに購入する費用を新規計上するものでございます。 



- 10 - 

   次に、６０款災害復旧費につきましては、４月１４日発生の地震により破損しました

図書館２階の室内北側窓ガラスの本復旧工事費を新規計上するものでございます。 

   次に、７０款諸支出金につきましては、普通財産取得費におきまして、土地取得特別

会計における前年度繰越金の確定に伴い、土地取得特別会計への繰出金を減額するもの

でございます。 

   以上が、平成３０年度 幸田町一般会計補正予算（第１号）の概要でございます。 

   続きまして、第４１号議案 平成３０年度幸田町土地取得特別会計補正予算（第１

号）につきまして、説明をさせていただきます。 

   補正予算書の１７ページをお開きください。また、議案関係資料につきましては１４

ページでございますので、あわせてごらんいただきたいと思います。 

   歳入歳出それぞれ６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２,

１３９万９,０００円とするものでございます。 

   補正予算説明書２４ページをごらんいただきたいと思います。 

   歳入につきましては、前年度繰越金の確定により繰越金を追加し、一般会計繰入金の

全額を減額するものでございます。 

   歳出につきましては、補正予算説明書２６ページをごらんいただきたいと思います。 

   歳入において、一般会計繰入金の減額で引ききれなかった分を一般会計繰出金に追加

し、収支全体を調整するものでございます。 

   続きまして、第４２号議案 平成３０年度幸田町国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）につきまして、説明をさせていただきます。 

   補正予算書２９ページをお開きください。また、議案関係資料につきましては１５ペ

ージでございますので、あわせてごらんいただきたいと思います。 

   歳入歳出それぞれ１億５４３万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ３５億３,３２５万８,０００円とするものでございます。 

   補正予算説明書３６ページのほうをごらんいただきたいと思います。 

   歳入につきましては、収支全体の調整のため、財政調整基金繰入金を減額し、繰越金

を計上するものでございます。 

   歳出につきましては、補正予算説明書３８ページをごらんいただきたいと思います。 

   前年度繰越金の一部を基金に積み立て、諸支出金におきまして、過年度分の精算によ

り療養給付費等の返還金を追加するものでございます。 

   続きまして、第４３号議案 平成３０年度幸田町介護保険特別会計補正予算（第１

号）につきまして、説明をさせていただきます。 

   補正予算書４１ページをお開きいただきたいと思います。また、議案関係資料につき

ましては１６ページでございますので、あわせてごらんいただきたいと思います。 

   歳入歳出それぞれ２,１９０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

１８億７,４９０万９,０００円とするものでございます。 

   補正予算説明書４８ページをごらんいただきたいと思います。 

   歳入につきましては、収支全体の調整のため、介護給付費準備基金からの繰り入れを

減額し、繰越金を計上するものでございます。 
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   歳出につきましては、補正予算説明書５０ページをごらんいただきたいと思います。 

   保険給付費におきまして、地域密着型介護サービス給付費を減額、高額医療合算介護

サービス給付費を追加し、諸支出金におきまして、国庫支出金等過年度分の精算返還金

を追加するものでございます。 

   続きまして、第４４号議案 平成３０年度幸田町農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号）につきまして、説明をさせていただきます。 

   補正予算書５３ページをお開きいただきたいと思います。また、議案関係資料につき

ましては、１７ページでございますので、あわせてごらんいただきたいと思います。 

   今回の補正は歳入のみでございまして、歳入歳出の予算総額に変更はありません。 

   補正予算説明書５６ページをごらんいただきたいと思います。 

   補正の内容といたしましては、前年度繰越金を追加し、一般会計からの繰入金を、同

額、減額するものでございます。 

   続きまして、第４５号議案 平成３０年度幸田町下水道事業特別会計補正予算（第１

号）につきまして、説明をさせていただきます。 

   補正予算書５９ページをお開きください。また、議案関係資料につきましては、１８

ページでございますので、あわせてごらんいただきたいと思います。 

   今回の補正は歳入のみでありまして、歳入歳出の予算総額に変更はありません。 

   補正予算説明書６２ページをごらんいただきたいと思います。 

   補正の内容といたしましては、前年度繰越金を追加し、一般会計からの繰入金を、同

額、減額するものでございます。 

   次に、認定第１号から認定第９号までの決算認定につきまして、地方自治法第２３３

条第３項及び地方公営企業法第３０条第４項の規定により、本議会の認定に付すもので

ございます。 

   一般会計から順次説明申し上げます。 

   別冊の平成２９年度愛知県額田郡幸田町各会計決算書及び平成２９年度決算に係る主

要な施策の成果の説明書をごらんいただきたいと思います。 

   まず、認定第１号 平成２９年度幸田町一般会計歳入歳出決算認定についてでありま

すが、詳細につきましては、決算書及び主要な施策の成果の説明書のとおりでございま

す。 

   決算書の１７０ページ、実質収支に関する調書をごらんいただきたいと思います。 

   歳入総額１５３億７,６８８万１,０００円、歳出総額１４６億２,９７０万９,０００

円で、歳入歳出差引額７億４,７１７万２,０００円となりました。 

   平成２９年度につきましては、繰越明許費による翌年度へ繰り越すべき財源が９８４

万円６,０００円ありましたので、実質収支額につきましては、７億３,７３２万６,０

００円となっております。 

   それでは、決算額の増減の大きな費目につきまして説明をさせていただきます。 

   初めに、歳入についてでございますけど、決算書の１８ページから６７ページ、並び

に主要な施策の成果の説明書につきましては２１ページからをごらんいただきたいと思

います。 
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   平成２９年度の税収総額は８０億７,０６２万８,０００円で、前年度比４億１７０万

４,０００円、４.７％の減収となりました。 

   決算書１８ページからをごらんいただきたいと思います。 

   １０款町税につきましては、個人町民税は、給与所得者の納税義務者数の増加や１人

当たりの給与所得の増加によりまして、前年度比９,２５４万５,０００円、３.７％の

増収となり、法人町民税につきましては、自動車関連企業の納付額が円高等により減少

したことによりまして、前年度比５億９,３０９万６,０００円、６４.１％の減収とな

り、町民税全体では２９億４,８０２万５,０００円で、前年度比５億５５万１,０００

円、１４.５％の減収となりました。 

   固定資産税につきましては、土地分につきましては、地目変更及び負担調整措置によ

り、前年度比１,０９３万１,０００円、０.８％の増収となり、家屋分につきましては、

土地区画整理事業区域内の家屋・店舗の新築が増加したことによりまして、前年度比５,

０６２万１,０００円、４.０％の増収となりました。償却資産分につきましては、大手

企業の設備投資の増加によりまして、前年度比１,８６７万１,０００円、１.１％の増

収となり、交付金を含む固定資産税全体では、４４億５,４４１万５,０００円で、前年

度比１億６８万円、２.３％の増収となりました。 

   そのほか、軽自動車税、たばこ税、入湯税、都市計画税につきましては、総額で６億

６,８１８万８,０００円となりまして、前年度比１８３万３,０００円の減収となりま

した。 

   ２０ページからをごらんいただきたいと思います。 

   次に、１５款地方譲与税につきましては１億４,２７７万６,０００円で、ほぼ前年並

みでありました。 

   ２２ページからをごらんいただきたいと思います。 

   ２０款利子割交付金から２６ページにわたります３３款地方特例交付金までの各種交

付金につきましては、利子割交付金が預貯金利子の増加等により増加したことと、株式

等譲渡所得割交付金が株価の上昇によりまして、上場株式等の譲渡による所得が増加し

たことによる増加等によりまして、交付額は総額で９億７,３２３万９,０００円となり

まして、前年度比９,０４９万３,０００円の増加となりました。 

   ２６ページからをごらんいただきたいと思います。 

   ３５款地方交付税につきましては、全額が特別交付税でありまして、普通交付税に算

定されない特別な財政需要に対するものとして、１,２３７万４,０００円が交付されま

した。 

   ２８ページからをごらんいただきたいと思います。 

   ４０款交通安全対策特別交付金につきましては、５１６万４,０００円で、前年度比

２.８％の減となりました。 

   ４５款分担金及び負担金につきましては、保育料保護者負担金が主なものでございま

して、２億４,４９１万４,０００円で、前年度比１.６％の増となりました。 

   ５０款使用料及び手数料につきましては、じん芥処理手数料、公営住宅使用料、駐車

場使用料等が主なものでございまして、２億４,４０３万２,０００円で、前年度比５.
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２％の増となりました。 

   ３４ページからをごらんいただきたいと思います。 

   ５５款国庫支出金につきましては、１１億９,３７４万４,０００円で、前年度比７.

５％の減となりました。主な要因といたしましては、公立学校施設整備費国庫負担金、

臨時福祉給付金等の減によるものでございます。 

   ３８ページからをごらんいただきたいと思います。 

   ６０款の県支出金につきましては、７億７,６８４万７,０００円で、前年度比６.

２％の減となりました。主な要因といたしましては、子育て支援対策基金事業費補助金

等の減によるものでございます。 

   ４６ページからをごらんいただきたいと思います。 

   ６５款財産収入につきましては、２,４１５万５,０００円で、前年度比１５６.１％

の大幅な増となりました。主な要因といたしましては、消防団旧第２分団第１部の詰所

及び土地の売り払い収入等の増によるものであります。 

   ４８ページからをごらんいただきたいと思います。 

   ７０款寄附金でございます。１６億６,９５１万２,０００円で、前年度比４８.８％

の増となりました。主な要因といたしましては、ふるさと納税による寄附金の増による

ものでございます。 

   ５０ページからをごらんいただきたいと思います。 

   ７５款繰入金につきましては、６億９,１３６万４,０００円で、前年度比１０２.

９％の大幅な増となりました。主な要因といたしましては、財政調整基金、教育施設整

備基金等から繰り入れを行ったことによるものでございます。 

   ５２ページからをごらんいただきたいと思います。 

   ８０款繰越金につきましては、６億６,７０４万６,０００円となり、前年度比３４.

１％の減となりました。 

   ８５款の諸収入につきましては、預託回収金、保育所・小中学校の給食費実費徴収金

など他の費目に属さない収入金で５億７３８万６,０００円となり、蒲郡市幸田町衛生

組合返還金等の増により、前年度比２.３％の増となりました。 

   ６４ページからをごらんいただきたいと思います。 

   ９０款町債につきましては、１億５,３７０万円で、道路改築事業、消防指令システ

ム共同整備事業、坂崎小学校体育館地震補強事業等において起債を行ったものでござい

ます。 

   次に、歳出につきまして、主なものを説明をさせていただきます。 

   歳出につきましては、その概要を性質別に説明をさせていただきたいと思いますので、

主要な施策の成果の説明書の１４ページ・１５ページをお開きいただきたいと思います。 

   まず、性質別の義務的経費でございますが、人件費は全体で３１億１,０８２万６,０

００円となり、１.１％の減で、ほぼ前年並みとなりました。 

   扶助費につきましては、２０億６,１８５万６,０００円で、３.０％の増となりまし

た。これは、認定こども園施設型給付費、障害児通所給付費等の増加によるものでござ

います。 
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   公債費につきましては、８億９,９７６万７,０００円で、ほぼ昨年並みでございまし

た。 

   次に、物件費につきましては、３０億４,０９１万８,０００円で、４.８％の増とな

りました。これは、ふるさと納税の返戻品等に要する経費の増加等によるものでござい

ます。 

   次に、維持補修費につきましては、道路や図書館、町民プールの維持補修の増加等に

より、２億６,５００万７,０００円で、１４.５％の増となり、補助費等につきまして

は、町税過誤納還付金、岡崎市こども発達センター負担金の増加等によりまして、１９

億４１万３,０００円で、１９.４％の増となりました。 

   次に、積立金につきましては、２億３７５万２,０００円で、７２.３％の減となりま

した。これは、本年度は財政調整基金及び教育施設整備基金への積み立てを行わなかっ

たことによるものであります。 

   次に、普通建設事業につきましては、１７億５,０４３万２,０００円で、６.９％の

増となりました。 

   主なものといたしましては、補助事業分として、多世代交流施設整備工事、幸田小学

校における屋内運動場天井耐震化及び校舎大規模改造工事、災害対応特殊救急自動車の

購入、坂崎小学校及び北部中学校における屋内運動場天井耐震化工事などを行いました。

また、単独事業では、町民会館ホールにおける舞台照明及び音響改修工事、同じく町民

会館のトイレ等改修工事、岡崎市一般廃棄物中間処理施設建設費負担金、生活道路整備

工事などを実施いたしたものでございます。 

   また、測量及び工作物収去移転実施設計業務委託事業では、９８４万６,０００円を

平成３０年度へ繰越明許いたしました。 

   最後に、財政指標につきまして説明をいたします。 

   主要な施策の成果の説明書の１８ページをお開きいただきたいと思います。 

   まず、単年度の財政力指数でありますが、分子であります基準財政収入額の増加によ

りまして、１.０６から１.１６となり、０.１ポイントの上昇となりました。 

   経常収支比率につきましては、８４.８％から８９.５％となり、４.７％増加いたし

ました。その主な要因といたしましては、分母である経常一般財源につきまして、本年

度は法人町民税を初めとする町税が減少したことなどによるものでございます。 

   実質公債費比率は、６.５％から５.３％となり、１.２ポイント減少いたしました。

これは、分子である地方債の元利償還金が減少したことによるものでございます。 

   以上、一般会計の決算概要でございます。よろしく御審議をお願いいたしたいと思い

ます。 

   続きまして、特別会計について順次説明をしてまいりたいと思います。 

   認定第２号 平成２９年度幸田町土地取得特別会計歳入歳出決算認定について説明を

いたします。 

   決算書１９０ページ、実質収支に関する調書をごらんいただきたいと思います。 

   歳入総額３,７９０万３,０００円、歳出総額１,７１０万９,０００円で、歳入歳出差

引額２,０７９万４,０００円となりました。 
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   翌年度へ繰り越すべき財源はありませんでしたので、実質収支額は２,０７９万４,０

００円となりました。 

   それでは、決算の概要を説明させていただきます。 

   決算書の１７３ページから１８９ページ、並びに主要な施策の成果の説明書の１２３

ページからをごらんください。 

   歳入につきましては、本年度は交番用地の一般会計への売り払いと幸田駅南駐車場及

び駐輪場用地の売り払いがありましたので、前年度比３,７２２万７,０００円、５,５

０７％の増となりました。 

   歳出につきましては、公共事業用地の先行取得がなく、一般会計への繰出金が主なも

ので、前年度比１,６４３万３,０００円、２,４３０.９％の増となりました。 

   次に、認定第３号 平成２９年度幸田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて説明いたします。 

   決算書２３８ページ、実質収支に関する調書をごらんいただきたいと思います。 

   歳入総額３７億５,６４７万４,０００円、歳出総額３６億１,４６９万１,０００円で、

歳入歳出差引額１億４,１７８万３,０００円となりました。 

   翌年度へ繰り越すべき財源はありませんでしたので、実質収支額は１億４,１７８万

３,０００円となりました。 

   それでは、決算の概要を説明させていただきます。 

   決算書の１９３ページから２３７ページ、並びに主要な施策の成果の説明書の１３５

ページからをごらんいただきたいと思います。 

   歳入につきましては、国民健康保険税、療養給付費等交付金等の減額などにより、歳

入総額で前年度対比１,４６３万円、０.４％の減となりました。 

   歳出につきましては、保険給付費、共同事業拠出金等の減額などにより、歳出総額で

前年度対比３,７８６万３,０００円、１.０％の減となりました。 

   次に、認定第４号 平成２９年度幸田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に

ついて説明をいたします。 

   決算書２６４ページ、実質収支に関する調書をごらんいただきたいと思います。 

   歳入総額４億３０８万３,０００円、歳出総額４億２５１万６,０００円で、歳入歳出

差引額５６万７,０００円となりました。 

   翌年度へ繰り越すべき財源はありませんでしたので、実質収支額は５６万７,０００

円となりました。 

   それでは、決算の概要を説明させていただきます。 

   決算書の２４１ページから２６３ページ、並びに主要な施策の成果の説明書の１５３

ページからをごらんいただきたいと思います。 

   歳入につきましては、加入者増による保険料の増加等によりまして、歳入総額で、前

年度比４,３２４万４,０００円、１２.０％の増となりました。 

   歳出につきましては、後期高齢者医療広域連合納付金の増加等によりまして、歳出総

額で、前年度比４,２９４万９,０００円、１１.９％の増となりました。 

   次に、認定第５号 平成２９年度幸田町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
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説明いたします。 

   決算書３１０ページ、実質収支に関する調書をごらんいただきたいと思います。 

   歳入総額１８億５,７２６万８,０００円、歳出総額１８億１,９４３万６,０００円で、

歳入歳出差引額３,７８３万２,０００円となりました。 

   翌年度へ繰り越すべき財源はありませんでしたので、実質収支額は３,７８３万２,０

００円となりました。 

   それでは、決算の概要を説明させていただきます。 

   決算書の２６７ページから３０９ページ、並びに主要な施策の成果の説明書の１６１

ページからをごらんいただきたいと思います。 

   歳入につきましては、第１号被保険者の増加によりまして、第１号被保険者保険料、

国県支出金及び社会保険診療報酬支払基金交付金等が増額となり、歳入総額で前年度対

比１億２,２９９万４,０００円、７.１％の増となりました。 

   歳出につきましては、介護保険サービス利用者の増加により、介護給付費等が増額と

なり、歳出総額で、前年度対比１億７,７２１万８,０００円、１０.８％の増となりま

した。 

   認定第６号 平成２９年度幸田町幸田駅前土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認

定について説明をいたします。 

   決算書３３２ページ、実質収支に関する調書をごらんいただきたいと思います。 

   歳入総額３億１,７１４万１,０００円、歳出総額３億１,４１４万１,０００円で、歳

入歳出差引額３００万円となりました。 

   これは、翌年度へ繰り越すべき財源として繰越明許に充当するものでありますので、

実質収支額はゼロとなりました。 

   それでは、決算の概要を説明させていただきます。 

   決算書の３１３ページから３３１ページ、並びに主要な施策の成果の説明書の１７５

ページからをごらんいただきたいと思います。 

   歳入につきましては、建物移転が前年度で終了したことによる土地区画整理費国庫補

助金の減額等によりまして、歳入総額で、前年度対比１億２,１３５万８,０００円、２

７.７％の減となりました。 

   歳出につきましても、移転補償費の減による土地区画整理事業費の減額等により、歳

出総額で、前年度対比１億２,１５５万８,０００円、２７.９％の減となりました。 

   なお、国の補正に伴い、工事請負費４,０００万円を平成３０年度へ繰越明許いたし

ました。 

   次に、認定第７号 平成２９年度幸田町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定

について説明をいたします。 

   決算書３５４ページ、実質収支に関する調書をごらんいただきたいと思います。 

   歳入総額３億４,３３５万３,０００円、歳出総額３億３,３７４万４,０００円で、歳

入歳出差引額９６０万９,０００円となりました。 

   翌年度へ繰り越すべき財源はありませんでしたので、実質収支額は９６０万９,００

０円となりました。 
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   それでは、決算の概要を説明させていただきます。 

   決算書の３３５ページから３５３ページ、並びに主要な施策の成果の説明書の１８３

ページからをごらんいただきたいと思います。 

   歳入につきましては、歳入総額で、前年度対比１,７６８万５,０００円、４.９％の

微減となりました。 

   歳出につきましては、メンテナンスに伴う工事費の減による集落排水維持管理費の減

額等により、歳出総額で、前年度対比１,８３０万７,０００円、５.２％の減となりま

した。 

   次に、認定第８号 平成２９年度幸田町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て説明いたします。 

   決算書３８０ページ、実質収支に関する調書をごらんいただきたいと思います。 

   歳入総額６億７,１６１万７,０００円、歳出総額６億６,１１６万１,０００円で、歳

入歳出差引額１,０４５万６,０００円となりました。 

   翌年度へ繰り越すべき財源はありませんでしたので、実質収支額は１,０４５万６,０

００円となりました。 

   それでは、決算の概要を説明させていただきます。 

   決算書の３５７ページから３７９ページ、並びに主要な施策の成果の説明書の１９１

ページからをごらんいただきたいと思います。 

   歳入につきましては、国庫補助事業の減少による公共下水道費国庫補助金の減額等に

より、歳入総額で、前年度対比５,７４４万１,０００円、７.９％の減となりました。 

   歳出につきましては、流域関連公共下水道・枝線整備の減による下水道建設事業費の

減額等によりまして、歳出総額で、前年度対比５,６７６万４,０００円、７.９％の減

となりました。 

   続きまして、認定第９号 平成２９年度幸田町水道事業会計利益の処分及び決算認定

について説明をいたします。 

   決算書の３９３ページから４３５ページ、並びに主要な施策の成果の説明書の２１９

ページからをごらんいただきたいと思います。 

   収益的収入及び支出につきましては、営業収益など８億３,５０７万５,０００円の収

入に対し、営業費用など６億６,７１１万９,０００円の支出をした結果、１億６,７９

５万６,０００円の収支差引となりました。 

   なお、損益計算上の当期純利益は１億５,４３５万８,０００円となり、前年度繰越利

益剰余金やその他未処分利益剰余金変動額を加え、２億２,１４５万５,０００円の未処

分利益剰余金となりました。このうち、剰余金処分計算書（案）にお示ししたとおり、

未処分利益剰余金から１億２,５５８万３,０００円を資本金に組み入れ、建設改良積立

金に４,５００万円を積み立て、残高５,０８７万３,０００円を翌年度繰越利益剰余金

として繰り越す予定をしております。 

   また、資本的収入及び支出につきましては、工事負担金収入等に対して、建設改良費

等を支出した結果、収支差引１億８,２８０万８,０００円の不足となり、これは、減債

積立金、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額並びに損益勘定留保資金で補
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填をいたしたものでございます。 

   以上、平成３０年度第３回幸田町議会定例会に提案いたします、補正予算６件、決算

認定９件につきます提案理由の説明をさせていただきました。 

   慎重に審議の上、全議案とも御可決御承認を賜りますようお願い申し上げます。 

〔町長 成瀬 敦君 降壇〕 

○議長（杉浦あきら君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

   ここで、途中ではありますが、１０分間の休憩といたします。 

                             休憩 午前１０時２２分 

─────────────── 

                             再開 午前１０時３２分 

○議長（杉浦あきら君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

──────────────○─────────────── 

  日程第７ 

○議長（杉浦あきら君） 日程第７ 決算審査意見の報告を行います。 

   山下力代表監査委員から、決算審査意見の御報告をお願いします。 

   監査委員。 

〔監査委員 山下 力君 登壇〕 

○監査委員（山下 力君） 御指名でございますので、報告をさせていただきます。 

   去る７月２６日から８月９日までの実質７日間にわたり実施しました平成２９年度の

決算審査の結果について申し上げます。 

   平成２９年度幸田町一般会計、各特別会計、歳入歳出決算及び基金運用状況並びに水

道事業会計決算の審査に当たっては、町長から提出された決算書、決算に関する附属書

類、証書類及び各課等から提出された資料等を照合し、あわせて関係職員の説明を求め

聴取するとともに、定期監査、例月出納検査等における監査指摘事項措置状況通知書も

参考とし、係数の正確性、事務処理の整理、予算執行上の適否等について審査を実施い

たしました。 

   審査の結果につきましては、審査に付された各会計の歳入歳出決算書等はいずれも関

係法令等に準拠して作成されており、その係数が正確であり、予算の執行はおおむね適

正であると認められました。審査の総括的意見といたしましては、お手元に配付させて

いただきました決算審査意見書の２３ページ、第６ むすびに記載させていただいてお

りますので、ごらんいただきたいと存じます。 

   それでは、その朗読をもって報告にかえさせていただきます。 

   第６ むすび、平成２９年度幸田町一般会計、各特別会計、基金運用状況及び水道事

業会計の決算審査の概要は前述のとおりであり、ここに総括的な意見を付して本審査の

むすびとする。 

   平成２９年度の決算における一般会計と各特別会計の決算総額は、歳入２２７億６,

３７２万円、歳出２１７億９,２５１万円で、前年度と比較し歳入が１４５万円（０.

０％）、歳出が７,１８２万円（０.３％）とそれぞれ減少となっている。歳入決算額か

ら歳出決算額を差し引いた形式収支は９億７,１２１万円で、翌年度へ繰り越す財源の
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１,２８５万円を差し引いた実質収支は９億５,８３７万円の黒宇であり、単年度収支に

おいても９,７１９万円の黒字となっている。 

   一般会計の歳入は、総額１５３億７,６８８万円で、前年度と比較して６２０万円

（０.０％）の増加となっている。 

   滞納繰越分を含めた町税の収納状況は、調定額８２億４,７９５万円に対し収入済額

８０億７,０６３万円、不納欠損額７２７万円、収入未済額１億７,００５万円であり、

収納率は９７.９％である。前年度と比較し０.２ポイント高くなっている。収入済額は

前年度と比較し４億１７０万円（４.７％）の減収となっているが、これは個人町民税

や固定資産税などは増収したものの、法人町民税が大幅な減収となったことによるもの

である。 

   滞納繰越分は前年度と比較し２,３３５万円の増収となるなど、滞納整理に努力され

ていることが伺える。引き続き、滞納者一人一人の状況に応じたきめ細やかな対応と、

悪質滞納者に対する厳正な措置、そして新たな滞納繰越を発生させないため、現年分に

重点を置いて対処するなど、今後も継続的な取り組みが必要と考える。 

   町税以外で増加したのは、株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、寄附金及び

繰入金などである。特に、ふるさと寄附金については大幅に増加している。 

   一方、減少となった科目は、国庫支出金、県支出金、繰越金及び町債などである。 

   一般会計の歳出は、総額１４６億２,９７１万円で、前年度と比較し７,３９２万円

（０.５％）の減少となっている。 

   主な増減内容を目的別歳出にみると、増加した費目は、ふるさと寄附金の返礼品等に

要する経費及び町税過誤納還付金など総務費で３億９,５４５万円、認定こども園施設

型給付費及び多世代交流施設建設工事など民生費で１億７,１３２万円、消防指令シス

テム共同整備負担金など消防費で２億３８５万円が主なものである。 

   次に、減少した費目は、社会資本整備総合交付金事業、幸田駅前土地区画整理事業特

別会計繰出金及び下水道事業特別会計繰出金など土木費で２億２,６２３万円、幸田小

学校校舎増築工事などの減により教育費で２億９,３８３万円、諸支出金で４億２,２２

０万円が主なものである。 

   特別会計全体では、歳入総額７３億８,６８４万円、歳出総額７１億６,２８０万円で、

前年度と比較し歳入が７６５万円（０.１％）の減少、歳出が２１１万円（０.０％）の

増加となっている。 

   土地取得特別会計は、前年度と比較し歳入が３,７２３万円（５,５１１.６％）、歳

出が１,６４３万円（２,４３３.０％）それぞれ増加している。歳入は、用地の売り払

い、歳出は、一般会計繰出金及び公共用地の管理委託費が主なものである。 

   国民健康保険特別会計は、前年度と比較し歳入が１,４６３万円（０.４％）、歳出が

３,７８６万円（１.０％）それぞれ減少となっている。歳入についてみると、前期高齢

者交付金、共同事業交付金などは増加したが、国民健康保険税、療養給付費等交付金な

どが減少となっている。歳出は、診療報酬の改定等があり療養給付費全体では減少した

が、一人当たりの費用額は増加している。被保険者に対し特定健診、特定保健指導、人

間ドック等の保健事業を効果的に推進し、医療費の一層の抑制に向け努力されたい。国
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民健康保険の加入世帯数は４,５１８世帯で前年度より４７世帯（１.０％）の減、被保

険者数は７,８０２人で前年度より２５１人（３.１％）減少している。滞納繰越分を含

めた国民健康保険税の収納状況は、調定額１０億６４０万円に対し収入済額８億４０３

万円、不納欠損額９７９万円、収入未済額１億９,２５７万円であり、収納率は７９.

９％である。収入未済額は前年度と比較し若干の減少がみられるが、引き続き未納者一

人一人の生活状況等もよく見て適切に対応し、収納率の向上に努められたい。 

   後期高齢者医療特別会計は、被保険者数が４,０９３人で前年度より１６７人（４.

３％）増加し、歳入・歳出についても歳入が４,３２４万円（１２.０％）、歳出が４,

２９５万円（１１.９％）それぞれ増加している。滞納繰越分を含めた後期高齢者医療

保険料の収納状況は、調定額３億２,０４５万円に対し収入済額３億１,９４９万円、不

納欠損額０円、収入未済額９６万円であり、収納率は９９.７％である。 

   介護保険特別会計は、賦課人数が８,５７３人で前年度より２７０人（３.３％）増加

し、歳入・歳出についても歳入が１億２,２９９万円（７.１％）、歳出が１億７,７２

２万円（１０.８％）それぞれ増加している。滞納繰越分を含めた介護保険料の収納状

況は、調定額４億５,０４４万円に対し収入済額４億４,４０３万円、不納欠損額２１５

万円、収入未済額４２６万円であり、収納率は９８.６％である。歳出を抑えるために

も、今後とも介護予防事業を効果的に推進するなどして保険給付費の抑制に努められた

い。 

   幸田駅前土地区画整理事業特別会計は、前年度と比較し歳入が１億２,１３６万円

（２７.７％）、歳出が１億２,１５６万円（２７.９％）それぞれ減少している。都市

計画道路整備等に係る社会資本整備総合交付金等の減少が主な要因である。 

   農業集落排水事業特別会計は、前年度と比較し歳入が１,７６８万円（４.９％）、歳

出が１,８３１万円（５.２％）それぞれ減少している。歳入についてみると、受益者分

担金、排水処理施設使用料は増加したが、繰入金が減少している。また、歳出は１３地

区の維持管理費は処理場維持修繕を初めとした費用が減少したことによるものである。 

   下水道事業特別会計は、前年度と比較し歳入が５,７４４万円（７.９％）、歳出が５,

６７６万円（７.９％）それぞれ減少している。歳入は、使用料金の改定及び新規接続

の増加により使用料は増加したものの、国庫支出金及び繰入金が減少している。歳出に

ついてみると、区画整理事業区域内の整備が進み、事業量が減少したことに伴い下水道

建設事業費も減少となった。 

   水道事業会計についてみると、区画整理事業区域等の住宅開発が進み、給水人口は前

年度と比較して６２６人（１.５％）増加している。年間総配水量は前年度と比較し１

５万３,４７９立方メートル（３.３％）増の４８３万３,９３０立方メートル、年間総

有収水量は前年度と比較し６万７,３７６立方メートル（１.６％）増の４４１万１,０

６２立方メートルであった。有収率は９１.３％であり、前年度から１.５ポイント下が

っている。また、総収益を総費用で除した総収支比率は１２４.６％となっている。１

立方メートル当たりの供給単価は１４７.６２円（前年度１４７.５０円）、給水原価は

１４２.２２円（前年度１４４.０７円）であった。純利益は４７８万円増の１億５,４

３６万円となっている。今後も給水需要の増加が見込まれる中、清浄で低廉な水の安定
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的な供給に向け、施設の耐震対策・ライフライン機能を強化するとともに、有収率向上

のために漏水調査や漏水箇所の修繕にしっかり取り組む必要がある。 

   主要な財政指標については、単年度財政力指数が１.１６と前年度比０.１ポイントの

増、公債費負担比率は８.０％で前年度比０.２ポイントの減、実質収支比率は８.１％

で前年度比０.７ポイントの増となっている。経常収支比率は地方税収入の減収等によ

り８９.５％と前年度比４.７ポイント高くなっており、財政の硬直化に注意を要すると

ころである。また、自主財源比率は７８.０％で前年度比１.６ポイントの増となった。

今後とも財源・資源の有効活用の徹底を基本とし、経費の節減と事業の効率化に努めら

れたい。 

   以上を総括すると、平成２９年度決算は、町税については法人町民税の落ち込みによ

り大幅な減収となったが、その減収分を補うかのようにふるさと寄附金が大幅に増加し、

結果的に前年度とほぼ同額の歳入を確保することができた。また、財政指標の健全化比

率等は健全な数値と判断することができた。 

   歳入については、法人町民税が一部国税化の問題もあって余り増収が見込めず、一方、

歳出は社会保障関係経費や老朽化した公共施設の維持補修及び更新など増加要因が多く、

厳しい財政状況が続くものと思われる。 

   今後の行財政運営にあたっては、第６次幸田町総合計画の中で示された「みんなでつ

くる元気な幸田」の実現に向け、幸田町行政改革推進計画に基づく積極的な行政改革を

推進するとともに、予算の執行に当たっては、単に慣行によることなく、絶えず原点に

立ち返って成果の検証を行い、コスト意識を持って「適正な公金の支出」、「適正な事

務処理」に努め、よりよい行政サービスをより効果的に町民に提供できるよう、職員一

丸となって職務に精励されることを望むものである。 

平成３０年８月９日 

幸田町監査委員 山下 力 

幸田町監査委員 大嶽 弘 

   以上、簡単ではありますが、報告とさせていただきます。 

〔監査委員 山下 力君 降壇〕 

○議長（杉浦あきら君）  

   以上をもって、本日の日程は終わりました。 

   質疑をされる方は、議案質疑通告書を本日午後５時までに事務局へ提出をお願いいた

します。 

   本日は、これにて散会といたします。 

                             散会 午前１０時５３分 

 

○議長（杉浦あきら君） 次回は、９月５日水曜日、午前９時から再開いたしますので、よ

ろしくお願いいたします。 

   ここで１点、御連絡を申し上げます。 

   議会広報特別委員会を、午前１１時から第１委員会室で開催しますので、委員の方は

御出席をお願いいたします。 
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   以上であります。 

   御苦労さまでした。 
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